
 
 

 
  

い
つ
終
わ
る
と

知
れ
な
い
コ
ロ

ナ
禍
で
様
々
な

言
葉
が
発
信
さ

   （１） 

 

 

も
、
精
神
的
に
は
少
し
ホ
ッ
と
し

て
仕
事
に
向
き
会
え
て
い
る
。 

 

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
で
信
頼

回
復
を
目
指
す
が 

 

「
販
売
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
方

針
」
や
「
総
合
的
な
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
の

テ
キ
ス
ト
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
配

布
さ
れ
、
信
頼
回
復
に
向
け
て
根

本
的
改
革
に
取
り
組
む
た
め
に

と
、
６
月
に
入
り
よ
う
や
く
研
修

が
始
ま
っ
て
い
る
。 

内
容
が
今
ま
で
や
っ
て
来
た

事
の
繰
り
返
し
だ
っ
た
の
で
、
何

が
変
わ
っ
た
の
か
と
多
く
の
社

員
か
ら
納
得
が
い
か
な
い
と
不

満
が
出
た
。
新
し
く
作
成
さ
れ
た

お
客
様
に
配
布
す
る
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
の
内
容
も
殆
ど
変
わ
ら
な

い
。 昨

年
ま
で
は
成
績
を
挙
げ
る

為
に
、
台
本
を
暗
記
さ
せ
て
セ
ー

ル
ス
話
法
の
研
修
ま
で
さ
せ
ら

れ
て
い
た
の
に
、
「
技
術
」
よ
り

も
「
愛
情
と
誠
実
さ
と
敬
意
」
の

方
が
成
果
に
大
き
な
意
味
を
持

つ
、
と
か
今
更
言
わ
れ
て
も
・
・
・
。

改
革
を
直
ぐ
に
は
信
じ
難
く
、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
な
か
な
か
上

が
ら
な
い
。 

 

ま
た
、
７
月
か
ら
の
最
初
の
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
が
、
契
約
内

容
の
説
明
、
手
続
き
勧
奨
の
た
め

の
訪
問
の
電
話
掛
け
か
ら
始
ま

る
と
い
う
の
だ
。
昨
年
ま
で
の

「
か
ん
ぽ
つ
な
が
る
安
心
活
動
」

業
務
停
止
命
令
が
解
除
さ
れ
て 

 
 

 

昨
年
６
月
に
明
ら
か
に
な
っ

た
「
か
ん
ぽ
生
命
」
の
不
適
正
営

業
問
題
か
ら
一
年
、
３
月
で
業
務

停
止
期
間
が
あ
け
、
４
月
１
９
日

か
ら
営
業
業
務
が
再
開
さ
れ
た
。 

 
 

高
齢
者
へ
の
悪
質
な
募
集
手

法
と
パ
ワ
ハ
ラ
体
質
が
注
目
さ

れ
た
「
金
融
渉
外
部
」
は
、
４
月

か
ら
新
し
く
「
金
融
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
部
」
と
名
称
を
変
え
出
直
し

た
。
窓
口
社
員
も
含
め
、
積
極
的

な
新
規
募
集
を
せ
ず
、
目
標
が
無

く
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

「
郵
便
局
の
金
融
商
品
」
を
紹
介

す
る
「
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
」

に
舵
を
切
っ
た
形
だ
。 

社
員
は
、
営
業
目
標
が
ま
た
い

つ
設
定
さ
れ
る
か
と
怯
え
つ
つ
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れ
た
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
・
ス
テ

イ
ホ
ー
ム
・
三
密
・
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ス
タ
ン
ス
・
緊
急
事
態
宣

言
・
不
要
不
急
の
外
出
・
東
京

ア
ラ
ー
ド
・
休
業
要
請
の
段
階

的
緩
和
・
夜
の
街
・
自
粛
警
察
・

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
・
テ
レ
ワ
ー

ク
な
ど
始
め
て
耳
に
す
る
言
葉

も
▼
特
に
小
池
都
知
事
は
カ
タ

カ
ナ
言
葉
も
多
く
注
目
さ
れ
る

が
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
に
固
執
、
コ
ロ
ナ
対
策
初
動

の
遅
れ
は
否
め
な
い
▼
９
７
年

前
、
関
東
大
震
災
の
混
乱
の
中

「
朝
鮮
人
が
井
戸
に
毒
を
入
れ

た
」
等
の
デ
マ
が
広
が
り
、
多

く
の
朝
鮮
人
や
中
国
人
が
住
民

の
組
織
す
る
「
自
警
団
」
や
警

察
に
殺
さ
れ
た
▼
都
立
横
網
公

園
で
毎
年
９
月
１
日
に
お
こ
な

わ
れ
る
民
間
団
体
に
よ
る
追
悼

式
に
歴
代
の
都
知
事
は
追
悼
文

を
送
っ
て
い
た
が
、
小
池
都
知

事
は
取
り
や
め
、
公
園
使
用
も

危
ぶ
ま
れ
て
い
る
▼
歴
史
に
向

き
合
お
う
と
し
な
い
姿
勢
。
目

新
し
い
言
葉
で
注
目
さ
れ
る
が

今
、
小
池
都
政
の
４
年
間
の
評

価
が
問
わ
れ
て
い
る
。
（
Ｍ
） 

 
と
同
じ
に
思
え
る
が
、
唯
一
違

う
の
は
、
あ
く
ま
で
契
約
の
保

全
活
動
で
あ
り
、
新
規
募
集
に

繋
げ
な
く
て
も
良
い
、
責
め
ら

れ
る
事
は
無
い
、
と
言
う
事
だ

け
は
明
確
な
よ
う
だ
。 

 

社
員
の
信
頼
も
回
復
せ
よ 

 

信
頼
を
失
墜
す
る
よ
う
な
募

集
に
駆
り
立
て
た
会
社
の
責
任

は
、
社
長
交
代
だ
け
で
済
ま
さ

れ
る
も
の
で
は
無
い
。
本
当
に

反
省
す
べ
き
管
理
者
や
社
員

が
、
ど
の
よ
う
に
責
任
を
と
っ

た
の
か
全
く
明
ら
か
に
さ
れ
な

い
ま
ま
、「
会
社
は
社
長
交
代
で

責
任
を
と
っ
た
、
方
針
も
出
た

の
だ
か
ら
、
社
員
は
前
を
向
け
」

「
お
客
様
第
一
」
の
大
号
令
だ

け
。
今
も
ひ
た
す
ら
謝
罪
を
続

け
て
い
る
現
場
の
社
員
は
、
研

修
実
施
で
ア
リ
バ
イ
作
り
の
よ

う
な
会
社
の
や
り
方
に
不
信
感

を
持
っ
て
い
る
。 

社
員
の
苦
悩
や
苦
労
を
も
っ

と
理
解
し
、
社
員
の
信
頼
回
復

に
も
努
め
る
べ
き
だ
。 

 

 
    

 

 

 

 

 

「
愚
痴
を
言
わ
な
い
で
、
会
社
の
方
針
が
出
た
ん
だ
か

ら
や
る
し
か
な
い
」
と
管
理
者
。
そ
れ
に
対
し
て
社
員

か
ら
猛
反
論
さ
れ
る
。
Ｊ
Ｐ
労
組
組
合
員
に
「
不
満
が

あ
れ
ば
組
合
に
言
っ
た
ら
い
い
」
と
も
。
研
修
も
ア
リ

バ
イ
作
り
、
相
も
変
わ
ら
ぬ
精
神
論
。 

 
現
場
で
は
会
社
の
姿
勢
、
や
り
方
に
不
信
感
が
つ
の

る
ば
か
り
で
あ
る
。 

(注：本文とは関係ありません) 



 

 

 
  

 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
で
延
期
に
な
っ
て

い
た
「
全
労
連･

東
京
地
評
争
議

支
援
総
行
動
」
が
、
７
月
８
日

（
水
）
に
取
り
組
ま
れ
ま
す
。
Ｄ

コ
ー
ス
京
王
電
鉄
を
皮
切
り
に
、

郵
政
本
社
等
を
廻
り
最
後
は
Ｊ

Ａ
Ｌ
本
社
前
で
の
集
会
で
１
日

の
行
動
を
終
了
し
ま
す
。 

郵
政
本
社
前
で
は
郵
政
ユ
ニ

オ
ン
と
し
て
１
１
時
１
５
分
か

ら
４
０
分
ま
で
「
郵
政
労
契
法
２

０
条
裁
判
勝
利
」
を
掲
げ
て
要

請･

抗
議
行
動
を
行
い
ま
す
。 

現
在
２
０
１
４
年
に
提
訴
し

た
「
郵
政
２
０
条
裁
判
」
は
地

裁･

高
裁
で
各
種
手
当
て
６
項

目
の
損
害
賠
償
が
認
め
ら
れ
、

現
在
、
最
高
裁
で
係
争
中
で
す
。 

今
年
２
月
に
全
国
で
１
５
４

名
の
仲
間
が
提
訴
し
た
「
集
団

訴
訟
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
各
地
裁
で
の
口
頭
弁
論
が

延
期
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
東
日
本
追
加
訴
訟
の
弁
論

も
延
期
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

集
団
訴
訟
で
は
、
札
幌
地
裁

で
６
月
３
日
に
第
１
回
口
頭
弁

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
他
の
地

裁
で
も
別
掲
の
と
お
り
日
程
が 

（２） 
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決
ま
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

８
日
の
争
議
総
行
動
は
郵

政
ユ
ニ
オ
ン
と
し
て
の
労
契

法
２
０
条
裁
判
勝
利
、
非
正
規

社
員
の
均
等
待
遇
実
現
に
向

け
た
た
た
か
い
の
一
環
で
す
。 

 

多
く
の
組
合
、
争
議
団
の
仲

間
が
解
雇
撤
回
な
ど
を
求
め

て
た
た
か
っ
て
い
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
に
よ
る
解
雇
、
雇
い
止

め
も
増
加
の
一
途
で
す
。
私
た

ち
も
多
く
の
仲
間
達
と
の
連

帯
を
強
め
て
、
２
０
条
裁
判
を

始
め
全
て
の
争
議
に
勝
利
し

て
い
こ
う
。 

 

📖 真保裕一著 講談社文庫（２０１１年）         
 

 

       

 

 

 

 

東京地裁へ集団提訴（２月１４日） 

 

 
各地の裁判日程 

北海道訴訟 

第１回公判 ６月３日  

次回公判  ８月１２日１０時から札幌地裁 

東日本訴訟 

 第 1 回期日 ９月３日（木）１４時～  

東京地裁５１０号法廷 

近畿訴訟 

第 1 回期日 ７月２０日（月）１３時３０分～ 

大阪地裁本館２階２０２号法廷 

 神戸地裁、大阪地裁への「移送」を決定 

第 1回期日・・未定  

中国訴訟  

第 1 回期日 ６月１９日（金）１０時～  

広島地裁 

四国訴訟 

第 1回期日 ７月 3日（金）10 時～ 高知地裁 

福岡訴訟   ４月１７日 第 1回期日・・延期  

長崎訴訟 

第 1回期日 ６月２３日（火）１４時３０分～ 

 長崎地裁 

 

 

 

東
京
地
裁
に
提
訴 

２
月
１
４
日 

当面の行動日程 

７月３・４日(金・土) 

第９回定期全国大会延期 

(来年２月の中央委員会へ) 

７月 ８日 全労連・東京地評 

争議支援総行動 

７月１１日(土) 第１４回地本執行

委員会 

７月１８・１９日(土・日) 

全国書記長会議   

７月２５日(土) 

第９回定期地方大会 

１０月３日(土)に延期   

７月２５日(土) 

東京湾納涼クルージング中止 

８月８日（土） 第１５回地本執行 

委員会 

 

 

覇王の番人（上・下） 
  

 

織
田
信
長
の
軍
勢
に
父
母
を
殺
さ
れ
た
少

年
は
、
信
長
だ
と
思
い
込
み
明
智
光
秀
に
襲
い

か
か
る
。
一
族
を
殺
さ
れ
、
城
を
追
わ
れ
た
身

の
光
秀
は
少
年
に
「
無
駄
に
命
を
散
ら
す
な
。

し
か
と
生
き
よ
」
と
諭
す
。 

 

光
秀
は
万
民
の
安
寧
の
た
め
に
、
信
長
の
天

下
統
一
の
野
望
に
そ
の
生
を
託
す
。
少
年
は
成

長
し
、
忍
び
と
し
て
光
秀
に
仕
え
る
よ
う
に
な

る
。 だ

が
、
光
秀
は
信
長
に
対
す
る
疑
念
を
抱
く

よ
う
に
な
る
。
信
長
に
命
令
さ
れ
た
道
に
は
行

か
ず
、
本
能
寺
へ
と
軍
勢
を
す
す
め
る
。 

光
秀
と
名
も
無
き
若
き
忍
び
を
軸
と
し
て

展
開
す
る
歴
史
物
語
。 

ち
な
み
に
、
藤
沢
周
平
は
「
逆
軍
の
旗
」（
文

春
文
庫
）
で
光
秀
を
題
材
に
し
た
小
編
を
書
い

て
い
る
。
ま
た
、
正
規
の
軍
団
で
で
は
な
い
「
僧

俗
三
、
四
千
人
を
殺
し
た
と
い
う
叡
山
焼
き
討

ち
」
「
投
降
し
た
一
向
一
揆
の
男
女
二
万
を
城

に
押
し
込
め
柵
で
囲
み
（
略
）
焼
き
殺
し
た
」

殺
戮
を
理
由
に
挙
げ
、
「
信
長
ぎ
ら
い
」
と
い

う
エ
ッ
セ
イ
を
書
い
て
い
る
。 


